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 良い天気になる
と気温も上がりだ
す４月です。のん
びりと散策をお楽
しみいただくため
にも、水分補給も
お忘れなく！ 

 

平成３１年 
４月１０日 

発 行 

かわら版についてのお問い合わせは 小石川後楽園サービスセンター 03(3811)3015 
お客様係（協会の事業全般に関するお問い合せ）TEL  03(3232)3038 ※8：30～17：30（土日・祝日、年末年始を除く）指定管理者 公益財団法人 東京都公園協会  

お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

若葉萌える春の小石川後楽園 

 

第９６号 

 

涵徳亭についてのお知らせ 

 現在、建物内改装工事中の集会施設『涵徳亭(かんと

くてい)』は、2019 年 6 月 1 日より営業を再開できる

見込みになり、３月１日より予約受付も始まりました。 

 改装した『涵徳亭』を、多くのみなさまに知っていた

だきたく、「広間」は６～８月の３か月間、お休み処と

して、レストラン営業のみとさせていただきます。 

 その他、イベント等でお貸出しの出来ない日もありま

すので、詳しくは窓口職員にお尋ねください。また、ホ

ームページでも、ご案内をしております。 

 

フタバアオイを観てみよう！ 

 
《通天橋周辺、昨年の様子》 

 新年度の始まりとともに、新しい時代の元号も発表さ

れ、５月に向けて何かと忙しい時間が流れます。 

 園内では、多くのみなさまにお楽しみいただいた桜の

季節も終わりを迎えるころ、これからの主役は、萌えだ

したモミジの葉たち。この季節、色も大きさも日毎に変

わります。「新緑なんて見たって～！」などと、おっし

ゃらずに、ぜひ一度ごらんください。園内を覆う柔らか

な緑色は、小石川後楽園お薦めの春景色です。 

 新しい生活や新しい職場、ワクワクも多い反面、毎日、

ドキドキの時間を過ごされている方もいらっしゃると思

います。「もう、疲れちゃったな・・・」って時こそ、

園内をゆっくりと散策してみませんか？気分も一新！き

っと、また元気が湧いてくると思います。 

 小石川後楽園では、お得な年間パスポートも販売して

います。お昼休みや休憩時間の気分転換にお越しくださ

るお客様もたくさんいらっしゃいます。詳しくは、窓口

へお問い合わせください。 

 これからは、ボタン(牡丹)やフジ(藤)、カキツバタ(燕子

花・杜若)の花も咲きだします。春から初夏に向かう季節

を感じてみませんか？ 

ゴールデンウィークのお知らせ 
 もうすぐやって来るゴールデンウィーク、都立９庭園で

は、4 月２７(土)～５月６日(月・振休)の期間中、開園時間

を１時間延長し、１８時(最終入園は１７時３０分)まで、園

内をご覧いただけます。 

 また、小石川後楽園では「こどもの日」に『竹細工教室』

も開催します。ご家族やお友達と一緒に、竹細工にチャレ

ンジしてみませんか？ 

 

●『竹細工教室』 ５月５日(日・祝) 

 丸屋前(雨天時は団体休憩所)にて、当園職員と、NPO 法

人小石川後楽園庭園保存会有志のレクチャーのもと、一輪

挿しや竹笛、竹トンボをお作りいただけます。 

 参加費５０円(保険料)、入園料別途です。 

 

【一輪挿し・竹笛】定員各回９人 (各回約５０分) 

 午前の部 ①１０時～ ②１１時～ 

 午後の部 ③１３時～ ④１４時～ 

 ※午前の部は９時３０分から、午後の部は１２時３０分

から丸屋前受付にて整理券を配布します。 

 

【竹トンボ】当日自由参加(※材料がなくなり次第終了) 

 自由参加制ですが、お待ちいただく場合もあります。 

 

 材料に限りがあります。ひとりでも多くの方に楽しんで

いただくために、【一輪挿し、竹笛、竹トンボ】の中から

お一人さまにつき一点をお選びください。 

 
《新緑の庭園と竹細工見本》 

 さらに、５月４日は「みどりの日」につき、みなさま、

入園料無料、５月５日は「こどもの日」につき、中学生以

下のみなさまの入園料が無料になります。 

 この機会に、歴史のある日本庭園で過ごすゴールデンウ

ィークの一日は、いかがでしょうか？ 

 

              春になり、売店前の植

え込みに姿を現したハー

ト型の葉っぱは“フタバ

アオイ(二葉葵)”です。 

 徳川家の象徴の「三つ

葉葵」の家紋は、この葉

っぱがモチーフになりま

した。 

 家康自らが考案し、徳 

川宗家は表葉３枚、尾張家は表葉２枚裏葉１枚、紀伊 

家が表葉１枚裏葉２枚、そして水戸家は裏葉３枚と、

それぞれ、この葉を３枚配置して作るように命じたと

もいわれています。 

 “フタバアオイ”の名前は、アオイに似た葉が２枚

つくことに由来します。 

 また、京都の上賀茂神社で行われる葵祭に用いられ

るところから“賀茂葵”とも呼ばれます。 

 そして、フタバアオイは、これ 

からの季節、葉っぱの下で小さな 

赤紫色の花を咲かせます。 

 そっと、葉っぱを持ち上げてみ 

てください。少し恥ずかし気に俯 

く姿をご覧いただけます。 

 こんな葉っぱの下にも、春を感 

じていただける４月です。 
 


